
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

平成２５年度は蓼科ダムの建設事業中止に関連する工事を実施していきたい。

平成２６年度以降も引き続き建設中止となったダムについて、建設事業中止に関連する工事を順次実施していきたい。

目標に対

する成果

の状況

目標どおり１箇所(清川）の事業が完了となった。

 概算事業費（B（A）+C） 150,300 78,152 95,553 114,585

5,698 6,854 8,093

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度

概　算

人件費

1.28 0.69 0.83 0.98

10,646

139,655 72,454 88,699

Aの

財源

158,828 98,827 108,979 106,492

予

算

額

前年度繰越 14,642 26,000

当初予算 158,828

補正予算

98,827 108,979

３．水源地域対策事業交付金 直接

84,185 82,979 87,992

18,500

合計（A) 158,828 106,492

3/7箇所

２．利水者負担金返還金 直接

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

１．ダム中止に伴う関連費 直接 ダム建設事業の中止に伴い必要となる関連工事費 8,279 7,109 10,792

多目的ダム建設事業の中止に伴う利水者負担金の共

同事業者への返還金

56,200

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 ダム建設事業における共同事業者等との協定等

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

課・室 河川課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail kasen@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

４－１　地域防災力の向上

ダム建設事業の中止に伴い必要となる関連工事等の完了箇所（完了箇所／中止ダム箇所数）：４／７箇所　（Ｈ２４年度：清川ダム）

治水・利水計画を見直した河川において、ダム建設事業の中止に伴い必要となる調査用トンネルの閉塞などの復旧工事等を計画的に実

施する。

ダム建設事業の中止に伴う関連工事等について、中止ダム７箇所（清川、大仏、黒沢、郷士沢、駒沢、蓼科、下諏訪）のうち3箇所（大仏、

郷士沢、下諏訪）が完了した。

成果目標の達成状況

項目

完了箇所

事業番号 10 05 05 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 治水・利水ダム等関連費治水・利水ダム等関連費治水・利水ダム等関連費治水・利水ダム等関連費
担

当

課

部局 建設部

　　　４　災害に強い地域づくり 実施期間 H16 ～

56,200 56,200

ダム建設事業の実施に伴う水源地域対策事業交付金

の事業者への交付金

18,500 25,390 21,000

合計 82,979 88,699 87,992

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

5/7箇所4/7箇所 4/7箇所 達成


